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雛鍾露

蟹欝中

村

恵
氏
を

悼
む

　
　
中
村
氏
は
愛
知
県
豊
橋
の
御
出
身
で
、

　
を
経
て
慶
鷹
義
塾
に
入
ら
れ
、
昭
和
五
年
三
月
、
優
秀
な
成
績
で
法
学
部
法
律

　
学
科
を
卒
業
せ
ら
れ
た
。
在
学
中
は
弁
論
部
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
と
い
う
。

　
　
昭
和
七
年
一
月
、
中
央
公
論
社
に
入
社
、
同
社
発
行
の
諸
雑
誌
の
編
集
に

　
従
事
さ
れ
、
十
一
年
五
月
、
「
財
政
経
済
時
報
」
の
主
幹
に
迎
え
ら
れ
、
同
誌

　
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
が
、
支
那
事
変
勃
発
前
後
の
頃
、
華
北
交
通
株
式
会

　
社
資
業
局
へ
入
社
、
大
陸
に
渡
つ
て
弘
報
業
務
を
担
当
し
て
お
ら
れ
た
が
、

　
そ
の
後
、
東
京
支
社
に
転
じ
、
十
八
年
三
月
に
は
文
書
課
長
に
進
ま
れ
た
。

　
し
か
L
、
終
戦
後
の
同
社
の
解
散
に
よ
つ
て
退
社
、
二
十
三
年
四
月
、
創
立

　
早
々
の
慶
応
通
信
株
式
会
社
編
集
課
長
に
迎
え
ら
れ
、
専
ら
同
社
発
行
諸
単

　
行
本
の
企
画
、
編
集
を
担
当
、
の
ち
に
編
集
担
当
の
取
締
役
に
栄
進
さ
れ
、

　
今
日
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。

　
　
終
戦
後
、
し
ば
ら
く
休
刊
し
て
い
た
本
誌
が
再
刊
さ
れ
た
の
は
二
十
二
年

い
一

中
村
恵
氏
を
悼
む

　
昭
和
四
十
二
年
七
月
九
日
、
慶
応
通

信
株
式
会
社
取
締
役
中
村
恵
氏
が
急
逝

さ
れ
た
。
本
誌
と
同
氏
と
は
、
窪
に
因

縁
浅
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
つ
た
の
で
、

こ
こ
に
遺
影
並
に
計
報
を
掲
げ
、
謹
ん

で
哀
悼
の
意
を
表
す
る
。

　
　
享
年
六
十
一
歳
。
県
立
豊
橋
中
学

の
秋
で
、
小
冊
子
で
は
あ
つ
た
が
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い
月
刊
の
法
学
部

機
関
誌
と
し
て
颯
爽
と
学
界
に
登
場
し
た
の
で
あ
る
．
と
こ
ろ
が
、
当
時
は

塾
生
か
ら
会
費
の
徴
収
が
困
難
で
あ
つ
た
の
で
、
た
ち
ま
ち
財
政
的
に
ゆ
き

づ
ま
り
、
翌
二
十
三
年
か
ら
二
十
四
年
に
か
け
て
は
、
文
字
通
り
気
息
奄
々

た
る
状
況
に
た
ち
至
っ
た
。
中
村
氏
と
本
誌
と
の
交
渉
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の

頃
か
ら
始
ま
つ
た
．
本
誌
の
発
売
元
で
あ
る
慶
応
通
信
株
式
会
社
の
絶
大
な

協
力
で
、
本
誌
の
発
行
は
辛
う
じ
て
つ
づ
い
た
が
、
同
社
内
に
あ
つ
て
、
そ

の
方
針
を
強
力
に
推
進
さ
れ
た
人
こ
そ
、
中
村
氏
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ

の
頃
の
本
誌
を
、
今
日
、
わ
れ
わ
れ
が
手
に
す
る
と
き
、
慶
応
通
信
の
好
意
、

と
り
わ
け
中
村
氏
の
並
々
な
ら
ぬ
御
援
助
を
想
い
起
し
、
こ
み
あ
げ
る
感
激

の
情
を
禁
じ
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
外
部
的
援
助
そ
し
て
ま
た
当
時
の
編
集
委
員
の
努
力
に
も
拘
ら

ず
、
本
誌
は
二
十
四
年
の
第
八
号
か
ら
五
号
分
を
遂
に
中
断
、
二
十
五
年
一

月
か
ら
、
全
学
部
生
の
会
費
制
で
再
出
発
し
、
現
在
に
至
つ
て
い
る
。
そ
の

後
に
お
い
て
も
、
本
誌
の
企
画
、
編
集
、
内
容
の
充
実
に
、
中
村
氏
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
貴
重
な
御
助
言
は
、
わ
れ
わ
れ
の
感
銘
措
く
能
わ
ざ
る
も
の
が
多
い
．

　
い
ま
、
に
わ
か
に
中
村
氏
の
計
を
聞
く
。
編
集
委
員
会
は
、
生
前
の
氏
が

本
誌
に
与
え
ら
れ
た
数
々
の
御
厚
情
に
感
謝
の
辞
を
捧
げ
る
と
共
に
、
そ
の

御
冥
福
を
祈
る
次
第
で
あ
る
．

　
　
昭
和
四
十
二
年
七
月
二
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
会

一
四
七
　
　
（
一
〇
〇
五
）


